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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成17年度年次報告書

持つ市民を対象に､毎月一回､工房主催ので｢まちづくり学習会｣を開催している(表－１)。郊外
Ｓｃや他都市との競争が激しくなる中で､まちなかのにぎわい創出に向け､｢まちなかビジョンとその

実現に向けたアクション｣をまとめるのが学習会の開催趣旨である｡前述の調査研究プロジェクト作
業の中間報告や､学外から招いた専門家が提供する話題を手がかりに討論を重ねており､この２
月からは参加者によるカードブレーンストーミングなども導入している｡毎回40名程度が参加する。

学習会の運営は､工房教員､主要商店街のリーダー､熊本市職員からなる幹事会で検討しており、
工房プロジェクト参加学生が資料作成や記録づくりにあたっている。

表３まちづくり学習会の主な参加団体

商店街関係者:上通､下通､新市街､中央繁栄会、
広町商栄会､桜町商店街､健軍商店街
熊本県商店街振興組合連合会

企業関係者：鶴屋､肥後銀行､NTT､全日空､他
経済団体：熊本商工会議所､経済同友会
熊本県：土木部都市計画課､駅前整備事務所
熊本市：市街地整備課､商エ課､住宅課
マスコミ：熊本日日新聞

熊本大学：工房教員､政策創造研究センター
大学院社会文化科学研究科教員、
エ学部学生、自然科学研究科大学院生

表４平成17年度まちづくり学習会テーマ

熊本日日新聞（平成１７年７月３日）
７月１日(金)熊本市中心市街地の現状と活性化の課題

講師両角光男

８月８日（月）人を呼び込むまちなかの交通計画
：菊池電車の市電乗り入れとLRT化計画

講師溝上章志

９月８日(木)白川6坪井川の親水空間を活かすまちづくり
講師小林一郎

10月１３日（木）金沢･岡山･熊本まちなかの特徴比較
講師富士川_裕

11月７日（木）まちづくりシンポジウム｢平成の城下町」
新たな魅力づくりに向けて

共催熊本市中心市街地等連合協議会､熊本市
パネリスト

金沢市・竪町商店街振興組合理事長東川庄一
・アール･アイ･エー村田秀彦

一・金沢市都市政策局総合調整課木下浩之
岡山市・岡山市東京事務所大野慶子

（〔財〕都市づくりパブリックデザインセンター）
・表町おかみさん会会長高田美紀子

熊本市・中心商店街等連合協議会会長泉冬星
．まちなか工房富士川_裕

座長まちなか工房両角光男副座長前田芳男
12月１９日(月)三都市シンポのジウムのレビュー

講師両角光男

１月１２日（木）郊外大型店とまちづくり

講師NPO法人まちづくり協会理事長三橋重昭
２月１５日（水）まちなか活性化ピジヨンワークショップ

ファシリテータエ房特任教員前田芳男､富士川－裕
３月１７日(金)中心市街地活性化の実践方策

講師溝上章志(熊本大学）吉武哲信(宮崎大学）

高田晋丈(愛媛大学）土井健司(香川大学）熊本日日新聞(平成17年11月８日）
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成17年度年次報告書

ａ２ものクリ工房

（１）ものクリ工房設立の目的

今回の新しい教育プログラム実践の拠点として整備したのが、この「ものクリエ房」で

あり，平成１７年５月に誕生した「まちなか工房」に続く２番の拠点施設となっている．

「ものクリ工房」という名称は，本学工学部で平成１３年度から行っているものづくりア

イデアコンテスト「もの・クリ」に由来している．「もの・クリ」は，自由な発想を競うこ

とを目的とし，学生個人或いはグループが日頃，工学部で学んでいることをベースに，若

い発想を具体的なアイデアとして表現し互いに競うことを意図した企画である．毎年の学

園祭の時期に併せて開催される最終審査会は様々なアイデアが紹介され賑わいを見せる．

既に５年の歴史を経て，この名称は本学工学部内で「ものづくり」の代名詞的に使用され

るほど定着した．

「まちなか工房」が，まちづくりなど社会を対象とする工学を実践的に学ぶことを目的

としているのに対し，「ものクリエ房」は文字通り「もの」が対象であり，道具を使って実

際に「もの」を組み立てあるいは分解する，「もの」を囲んで討論し，五感を総動員しなが

ら考える場として位置づけている．

工房を利用した工学部主催のものづくりコンテストの企画や，授業の内外を通じて，こ

の工房でいろいろなものづくりのアイデアが試され，その中から諸手をあげて喜べるよう

な会心作が－つでも多く生まれることを期待し，さらには，異なる学科の学生・教職員が

隣り合わせで作業する中から意外なコラボレーションが生まれることも，この施設開設の

大きな狙いとしている．

（２）施設概要

施設の平面図を図１に示す．

室内部分は約150平米で，中央を

境にして金属加工スペースおよび，

木工・樹脂加工スペースに分かれる

（図１，図２)．奥には教職員が常駐

する管理室の他，後述のプロジェク

トスペースと称する３つの小区画を

有する．施設には，木工や金工用の

比較的軽便な工作機械や工具はもと

より，造形模型を計測してデジタル

データに変換する３Ｄデジタイザ，

CAD上で発想した立体を削り出す

モデリングマシン，デザイン形状を

切り出すレーザー加工機など，デジ

タル化が進む設計製作の過程を体験

できる装置も幾つか導入した．屋外

のテラスはひさし付きで溶接作業や
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図１ものづくり創造融合工学教育事業拠点工房

「ものクリ工房」の内部配置
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熊本大学エ学部附属ものづくり創造融合エ学教育センター平成17年度年次報告書

７．４ロゴマーク

英文名称[CreativeEngmeering＆DesiglEducationCenter]各単語の頭文字をデザインしました。
中央に配したCenterに相当する「C」は、人の手が描くカリグラフイーを意識し、有機的な曲線としました。

また、その打ち込みの部分を強調し、Engineeringに相当する右上「E」中央白地部分からはじめ、Education
の「E」に到達させることで、工学教育の一環として設立されたセンターの意義を明確にしました。

Creative、Desiglに相当する「C｣、「D」は鏡面文字となっていますが、これはレオナルド・ダ・ヴィンチヘ
のオマージュを表すものです。

英文名称はＴｉｍｅｓＮｅｗＲｏｍａｎを使用しています。マーク自体が肉太の印象がありますので、それを引き立

たせるための書体として選択しました。

名刺等での使用の場合、ロゴマークが小さく挿入されますので、下の英文名称が見えなくなることも考えら

れます。その場合はロゴマークだけでの使用も可能です。横に入れる大きな文字は、２行に分けて入れる程

度の大きさが、ロゴが引き立ちます。（図１参照）

保護エリアとしては、ロゴマーク自体のサイズをＳＡｘ５Ａの正方形として、まわりにＡ以上の余白をあけて

ください。英文名称が入った場合も同様に、最下英文ラインより下にＡ以上の余白を取ってください。下地

が透明の場合は、その限りではありませんが、文字の挿入は保護エリア外としてください。（図２参照）

色については、日本伝統の色として藍色（Ｃ100％、Ｍ76％、Ｙ20％、Ｋ43％）を選択しました。黒よりも優

しく、それでも引き締まった印象を与えてくれます。モノクローム印刷場合、印象が少し変化しますが、想

定内です。また、ロゴ自体が肉太ですから、和の趣を採り入れた落款風の朱色（Ｃ0％、Ｍ85％、Ｙ85％、Ｋ

0％）へ変換したもの、図と地を反転し、淡い地色の薄繧色（Ｃ80％、Ｍ３4％、Ｙ12％、Ｋ0％）を採用した

ものも使用可とします。（図３参照）
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